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石川県重症心身障害児 (者)を守る

全国重症心身障害児 (者)を守る

石川県支部  会長  山本 衛

今 年 も よ う tく お 層 い ヽ こ ま す :

今年は暖冬とい うことで したが、 2月 になるとさすがに降 り始め気温も低 くなつて
きました。集団風邪 もはや りは じめ、その上ノロウイルスによる下痢や嘔吐をともな
う風邪 も各地で発症 してお り、油断はできません。
昨年は台風や地震、そ して年末の津波など自然災害が多く

起こるなど不安定な 1年で した。そんな中、誰も疑わず周 り
子どもたちの笑顔に出会 うとほっと心安 らぐのを覚えます。

この子達の幸せのために今年もよろしくお願いします。

、また凶悪な事件も多数
の人々を信 じきつている

東海北陸プロック研修会より

福 祉 の と )り 方 が Z変 オフろ う と し て
‐
い ま ―ケ

福祉施策の大変換にともない重症児 (者)福祉 も大きく変わろうとしています。
在宅では 2003年 度から実施 された支援費制度の予算基盤がすでに破綻 し、介護保
険との統合が検討課題に上がってきています。また、三位一体改革による自治体負担
の拡大によりさらに格差が広がることが懸念されています、

`施 設では国立から独立行政法人国立病院機構に移行 しての課題、措置制度の継続の
問題、施設体系の見直 しや地域移行 (脱施設化)が進められ ようとしています。

このような時期に重症心身障害児 (者)が人間らしく生き生きと暮 らしていくには
私たちがどのように考え、運動 していけばよいかについて意見を出し合い協力 し合つ
ていくことが求められています。

そのためにも、現在 どのように進んでいるかをキャッチ し、さま
理解する必要があります。

ざまな情報を共通

ヽゝあ障害保健福祉施策について (改革のグラン ドデザイン案)

H16年 10月 厚生労働省障害保健福祉部
基本的な視点

1障害保健福祉施策の総合化
従来障害別に対応してきた施策について『市町村を中心に年齢、障害種別、疾病

を超えた一元的な体制を整備』する中で『地域福祉を実現』することが必要である。
2自 立支援型システムヘの転換

保護等を中心とした仕組みから『障害者のニーズと適性に応じた自立支援』を通

る



じて地域での生活を促進する仕組みへと転換し、障害者による『 自己実現 。社会貢献』
を図ることが重要である。
3制度の持続可能性の確保

現行の支援費制度や精神保健福祉制度は公的な保険制度と比較して維持管理する仕
組みが脆弱であるため『給付の重点化 。公平化』や『 制度の効率化・透明化』などを
図る抜本的な見直しが不可欠である。

以上のような基本的視点を基にして様々な改革がなされようとしています。
その新 しい法律のひとつ『 障害者 自立支援給付法』が今国会に提案されるそ うで

すが、一番の変更点は「応益負担」が導入されるということです。今までは「応能負
担」で収入に応 じて負担していたのが、サービスにかかる費用の 1割が収入にかかわ
らずかかってくるということです。サービスを受ければ受けるほど負担が増えるとい
うことで重症の人ほど負担増になります。

これからもいろいろな改革が出されてくると思いますが、子供たちが安心して生
きていくためにも関心を持ってみていく必要があります。

昨年 11月 21日 に例年通 り医王養護学校をお借 りして 「感覚的体験プログラム」
を実施 しま した。今回も総勢 72名 の参カロで大盛況で した。

午前中は石川県 レクリエーション協会の松下さんの指導で様々な遊びをしました。
まずは準備体操 もかねて、体をゆっくり伸ばしました。 これは保護者の方やボラン

ティアの方からも「気持ちいいね」とい う声が聞かれました。皆さんやは り疲れてい
らっしゃるようです。それから鈴のついた長いひもをつなげて大きな輸にしてみんな
で音楽にあわせて回 しました。音楽がとまると「ス トップ」の声がかかり、その時鈴
をもつている人が名前や好きな食べ物を紹介 しました。これでみんな少 し打ち解ける
ことができたようでした。その後ポリ袋に空気を入れて風船を作 りました。好きなシ
ールを貼つた り、マジックで模様をつけたり楽 しい風船ができました。ポ リ袋の風船
はゆつくり落ちてくるので、みんなで日で追つた り、つかまえたりしたて楽 しむこと
ができました。

最後はいろいろな色の風船をひとかたまりに集めたものや、よく弾む大きな風船を
みんなでついて遊びました。いくつもの風船を集めたものは、どこへ飛んでいくかわ
からず大騒ぎでした。

心が癒されたハープの音色

午後は荒井庸之さんと荒井靖子 さんによるハープの演奏 とお話を聞かせていただき
ま した。荒井さんは大小二つのハープを持ってきてくださり、音の違いにあわせて様
々な曲を演奏 してくださいました。それぞれの楽器の説明もわかりやすく、みんなハ
ープとい う楽器に親 しみを覚えたようで した。ハープの音色はどれも澄み切つていて

楽しかった感覚的体験プログラム



心にしみこんでいくようでみんなうつとりと聞いていました。

また、康子 さんのお話や朗読も落ち着いた優 しい声で、ハープの伴奏にとてもよ

く合っていました。会場の全員が,い癒 され、優 しい気持ちにな りました。

松下さん、荒井さんご夫妻本当にありがとうございました。

尚、荒井 さんからはその後丁寧なお手紙もいただきました。障害の重い子どもたちの

ことをお気使いいただきありがとうございました。

当日、会場にて新潟県中越地震お見舞金をみなさまよリカンパいただきました

ので 送金 しておきました。ご協力ありがとうございました。

・ 10月 末に行われた巡回療育相談に参加 していただいた医王病院看護師の横山啓子

さんから感想が寄せ られましたのでご紹介 します。

/巡 回療育相談を終 えて一一 … … … … …
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ヽ回療育相談に参カロさせていただき、あ りが とうござい

以前訪問看護に関わつていたこともあり、そのときに訪問 していた患者 さんのこ 、
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用いただければ と思つてお ります。                      ノ

尚、その際に次の方々よりご寄付をいただきましたのでご報告 しておきます。

石川守る会へ    石川克己様、山本衛様,越坂由紀子様

ハー トポッポヘ   西脇瑞枝様

ありがとうございました。

・ 12月 5日 、グラン ドホテル松任で開かれた第 2回会員交流会は 20名 の参加で和

気あいあいとお互いたのしいひと時をすごしました。

子どもさんのお世話でむずかしいとは思いますが、在宅の方々ももう少 し参加で

きればよかつたと思います。
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会員の現況

新入会員

正会員 中村さん

谷内さん
正会員  70名
賛助会員 22名
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